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【研究シーズ概要】
ヴィオラセイン（ i l i ）は微生物が産生する抗生物質の 種であり 医薬や研究用試薬とヴィオラセイン（violacein）は微生物が産生する抗生物質の一種であり、医薬や研究用試薬と
して有用である。ヴィオラセインを産生する海洋細菌を単離し、 (1)海洋細菌のヴィオラセイン
合成酵素遺伝子を組み込んだ大腸菌を構築すること、また、(2) 振とう培養で多量のヴィオラ

セインを産生する海洋細菌変異株を取得することに成功した。これらの技術により、実用化インを産 する海洋細菌変異株を取得する 成功 。 れら 技術 より、実用化
に必要とされる充分量のヴィオラセインを生産することが可能となった。in）は自然界の微生

物が産生する抗生物質で、がん治療用の医薬や研究用試薬として有用である。ヴィオラセイ
ンを産生する海洋性細菌を単離した。さらに、この色素の工業的生産を妨げてきた色素産生
制御系の研究により (1)ヴィオラセインを産生する組換え大腸菌の構築 (2)振とう培養下で制御系の研究により、(1)ヴィオラセインを産生する組換え大腸菌の構築、(2)振とう培養下で

多量のヴィオラセインを産生する変異株の取得に成功し、十分な量のヴィオラセインを容易
にかつ迅速に生産することを可能とした。ヴィオラセイン（violacein）は自然界の微生
物が産生する抗生物質で、がん治療用の医薬や研究用試薬として有用である。ヴィオ

▲ヴィオラセイン産生組換え大腸菌
ヴィオラセインを産生するため、青紫色
のコロニーをつくる。物 産 す 抗 物質 、 治療用 医薬 研究用試薬 有用 あ 。

ラセインを産生する海洋性細菌を単離した。さらに、この色素の工業的生産を妨げて
きた色素産生制御系の研究により、(1)ヴィオラセインを産生する組換え大腸菌の構築、
(2)振とう培養下で多量のヴィオラセインを産生する変異株の取得に成功し、十分な量
のヴィオラセインを容易にかつ迅速に生産することを可能とした

▲分離されたヴィオラセインとその化学構造

色素の用途

【応用範囲】
ヴィオラセインの生理活性
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のヴィオラセインを容易にかつ迅速に生産することを可能とした。
オラセイン（violacein）は自然界の微生物が産生する抗生物質で、がん治療用の医薬
や研究用試薬として有用である。ヴィオラセインを産生する海洋性細菌を単離した。
さらに、この色素の工業的生産を妨げてきた色素産生制御系の研究により、(1)ヴィオ
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振とう培養

ラセインを産生する組換え大腸菌の構築、(2)振とう培養下で多量のヴィオラセインを
産生する変異株の取得に成功し、十分な量のヴィオラセインを容易にかつ迅速に生産
することを可能とした。

粧品等の着色剤としての

応用が想定される。

抗潰瘍発生作用
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変異細菌株によるヴィオラセイン生産
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変異細菌株によるヴィオラセイン生産


